
産業福祉常任委員会 行政視察報告 

 

■「障がい者と共に幸せに暮らせるまちづくり」 

 

 ①社団法人沼田保育園（沼田町） 

 

１）開設の経緯 

  令和８年４月１日より発達支援室「ぽぷら」開設し、現在、児童発達支援・放課後

等デイサービス・保育所等訪問支援を事業として実施。 

２）事業所の特色（サービス内容の差別化） 

 ①インクルーシブ保育の実施 

  個の特性を見極めて得意を伸ばし、集団生活に適応することができるよう、利用児

童の身体及び精神の状況並びにそのおかれている環境に応じて適切かつ効果的な支援

を行う。 

 ②認定こども園特有の活動の共有 

  和太鼓や夜高あんどん祭りへの参加やリトミックなどを通した遊びの中で、友達と

の関係性を気づきながら成長・発達を促す。 

 ③地域との連携 

  こども園のほか、町・教育委員会・深川市療育センターなどの事業所、小学校等と

の密接な連携に努める。 

３）スタッフの専門職の人数 

  児童発達支援管理責任者（管理者兼務） １名 

  児童指導員（常勤）          ３名 

  保育士                １名 

 ４）利用定員 

  児童発達支援 ５名、放課後等デイサービス ５名 

 

 ５）委員からの質疑 

  ・発達支援の専門家からの支援はどのようなものがあるか？ 

  →学校と連携し勉強会の実施、家庭とは個別支援計画で情報共有し、半年に１回振り

返りを行っている。 

  ・利用定員は１日の利用人数か？ 

  →５名の定員だが、７名まで可能。利用定員の１５０％まで可能。ただし、多機能型

は施設の面積で定員の限度が決まっている。 

   現在、４年生以上の放課後等デイサービスの受入は行っていないが、今後は利用人

数によって、検討していきたい。 

 



  ・国費などで賄うことはできないか？ 

  →非常に難しい。人件費は給付費では賄うことができない。 

  ・こども園とぽぷらの人員・施設の配置をやりくりできないのか？ 

  →国の制度上、それぞれの事業所で人員配置をしなければならない。 

 

 


